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初年度の成果 

本研究は，平成26年度領域・研究プロジェクト「ディジタルエンジニアリング」のサブ

テーマである“金属材料の高強度化と生産性向上”の一環として実施している．申請者等

が提案している，従来とは全く異なる概念であるエネルギ保存を考慮した高性能高解像度

化手法[3]について，その実用化に向けた改良研究および適用研究を実施した． 

(1) 実用化に向けた改良 

提案手法における曲面補間について，収束演算を必要としない関数として，Barycentric

型補間法について検討を行ったが，処理効率化は実現できることを確認したが，画質精度

の低下が確認され，他の関数についてさらに検討が必要との結論に至った．合わせて，提

案手法における画像変形として射影変換について計算手法を考案し，従来手法に比べて復

元性能が優れていることを確認した[2]． 

(2) 材料試験分野における画像計測への適用 

材料試験における画像計測への適用の検討として，DIC法におけるサブピクセル精度位置

推定に際して提案手法の適用を試みた．検証実験の結果，従来手法に比べて高精度な位置

推定が行えることを確認した[1]．また，画像の高周波成分に対する特性について傾向があ

ることが観測され，これについては今後の検討課題となっている． 

なお，1年目に計画していた4K2K向け高解像度用画像エンジンへの適用研究については，

(1)における検討に時間がかかり，着手に至っていない． 



 

調査研究の 

進捗状況と 

今後の推進 

方策○○○ 

調査研究計画における1年目の内容について，それぞれの研究を遂行した結果，概ね計

画通りに進行することができている．(1) 実用化に向けた改良 については，当初計画し

ていた手法に精度の点で問題点が明らかになり，他の関数について継続して検討する必要

が出てきている．しかしながら，その一方で，当初は2年目に予定していた3次元姿勢変化

に対応した射影変換に対する計算手法を確立することができている．また，(2-1) 材料試

験分野における画像計測への適用 については，基礎研究として提案手法の適用により，

高精度な計測が行えることを確認できており，今後はより具体的な計測に向けた検討を行

うこととなる．(2-2) 4K2K向け高解像度用画像エンジンへの適用 については，1年目に計

画していた検討に着手できていないため，2年目において研究を行う． 

 

今後，2年目の研究計画としては，1年目に計画していた各項目について更なる改良およ

び具体的な適用を目指し，以下のように計画している． 

 

(1) 実用化に向けたさらなる改良 

1年目に問題点が確認されたBarycentric型補間法に代わる補間関数について検討する．

並行して精度面で優位なことが確認されているB-Spline曲面補間について，収束演算を抑

える方策について検討を行う． 

また，実用に際しては画像の変形は単純な射影変換にとどまらないことから，任意の変

形に対応した計算手法について検討する．コンピュータグラフィックスの分野において

は，任意の曲面を多数のパッチ（小領域）に分割し，それぞれについて陰影処理等を行う

ことで任意曲面を扱われており，この考え方を応用することを検討する． 

 

(2-1) 材料試験分野における画像計測への適用 

1年目に基礎研究として確認された成果に基づき，具体的な画像計測への適用について

検討する．具体的には，静的な計測にとどまらず，対象とするアルミニウム合金のダンベ

ル型平板の引張り試験における時系列変化について，(1)で検討した任意変形に対する計

算手法を適用することにより，試験材料の部位による変形の違いを考慮することが可能と

なると予想される．これについて，実験的に各部位における変量を計測し，従来用いられ

ている計測手法との比較検討を行う．また，他の材料及び形状の試験片の測定に対する有

効性を検討する． 

 

(2-2) 4K2K向け高解像度用画像エンジンへの適用 

テレビ放送で予定されている4K2K放送においては，コンテンツの供給のために既存のフ

ルHDをはじめとする低解像画像の蓄積データを高解像画像の変換・利用するニーズが高

い．そこで，この用途に向けて提案手法である画素値分布推定法の適用を検討する．この

手法における処理は，補間関数の係数の決定とサブピクセル値の生成に大別できる．前者

は，B-Splineによる曲面補間を採用している現状では収束演算を要することからソフトウ

ェアによる実現，後者は，単純な処理の反復となるのでハードウェアによる実現，すなわ

ち，ヘテロジニアスシステムとして実現する．特に，多項式の計算に多用する乗算につい

ては，Truncated Multiplierを最適化することで高速化を図る．また，本システムをASIC

化する際の検討事項を整理する．さらに，検討結果に基づいて具体的なASIC設計を実施す

る． 

 
(成果資料等があれば添付すること。) 
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